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1CP − 9　　　　　　　硝酸還元酵 素 の 光 に よ る誘導 と NO2 ガ ス に よ る陽 害

　　　　　　　　　　　○久松 伸 。 ＊竹 内裕一 ・ ＊＊佐藤 忍 ・ ＊近藤 矩 朗 （筑 波 大 。 環

　　　　　　　　　　　 境 科 学 、
＊国立公 害研 e 生物環 境 、

＊＊筑波大 ・ 生 物 科学 ）

《目的》高等 黝 は根 か ら吸収 した硝 酸 イ オ ン 灘 囃 蹴 お い て ・ 硝 醐 元酵 素 に

よ り亜硝酸 イオ ン に 還 元 す る 。 亜硝 酸 イオ ン は 、 葉 緑体 に 入 り 、 亜硝酸遺元酵 素 に

よ りア ン モ ニ ウム 材 ン 己こ翫 され ・ さ 旅 ア ミ ノ酸 ・ 蛋 饌 胴 化 ざ れて 行 く・

＿方 、 大 気汚勦 質：の
一

つ 騰 翻 0 ・範ま・ 気孔 を通 じ篠 離 吸収 さ れ ・ 水 1こ溶

けて 欄 1 の 割合 で 硝酸 材 ン と 酬 肖酸 材 ン に な り ・ 同様 の 麟 代謝 繍 を通 じ

て 翫 洞 化さ 綻 行 くと考 え ら蝿 ・ こ の 鱗 同化の 欄 過程 に 紳 て 律齔 な

っ て い る硝 酸翫 活性 は 、 基 質で あ る石葭酸 材 ン に よ っ て 誘繋 鴻 こ とが知 られ

　　　　とこ ろが 高濃 度 の NO2 に 暴露 され だ植物で は 、 硝 酸 還 元 活性 が 阻 害 さ れ
て い る 。

るこ とが T、k，、chi ら （1985M こよ 嬾 告 され て い る ・ しか し ・ そ の 阻害 機構 1溯 ら

か に 猷 て お らず 、 そ こ 衿 邸 の 硝酸選元活性 囎 の 機髄 免 疫学的 手 法 輛 、’

て解明 す る こ と を試み た 。

《材料 と方 法》楙 壮 して 力瀞 鱒 生 えの 子葉 鯛 唖 ・ 実 馳 行 な う 3 日前 しこ

灘 鬻 論 菩其藷撒 奚驚 縲 鷲 纂纛 醵
生 えの 蒸 散 、 光合 成 お よび 呼吸速 度 簗変 化 さぜ ず 硝 酸還 元 活性 を 阻害 す る4ppanと し

た。 硝酸還元活性の 測 定 は 、 invivo 及び invi 七ro で の 測定方 法 を 罵 い だ 。　硝 酸還

騰 素 蛋 艦 の 測定 は 、 Btue・ S・phar。se ・ CL・6B で 部分離 腋 標 贔 を用 い て SbS電

気 泳動 を行 。 だ 後 、 ウエ ス タン ブ ra　 一

ソ テ ィ ン グ を行 い ・ さ 硫 約 レ ン ソ ウ の 硝酸

翫 酵熱 こ対 す る抛 勲
一 〜燃 ｛靴 して 用 い 騰 素抗体 難 灘 よ り行 っ た ・

《騾 及 び毅 溯 期 購 間暗其瑠購 間の 光 条 件 で 生 齢 齢 芽生 え を ・ 3塒 間 の

邏鶲 期 に 移 した 筏 光 購 寸綱 日我 NO ・に 暴 鰤 た ・ 光 嬾 射 し・ N ° ・に 羅

Vtsい 対照 区の 力瀞 膏 葉 の in 》1・・及び i・ vit ・。lzお け る鰍 還元活性 は ・ 時

駒 経 靴 共に 増 加 して 勲 が 、 光 奥  胴 蹴 N ・ ・に 羅 號 戴 灸区 に お い て

1纈 懃 駄 は言黝 ら構 か ・ た ． 従 っ て ・ N ・ ・に よ 繃 酸翫 活 性の 阻 割 ま・

顳 （轗 材 ン 、 NADH） の 供給 が N ・ ・貼 囎 害 麟 購 渠 で は恥 こ と 糊

らか に な っ fa　e 次 に こ の 硝 酸 翫 セ磁 の 抑 制が 硝 酸 翫 嚇 の 不活性化 CUよ る も の

で あ る か 、 又は 離 翫 醵 融 騨 鍍 イ匕獣 る嫻 に よ 紬 の で あ鞭 を検討

す る ため 、 ウエ ス タンブ 助 テ ィ ン グ 獣 る硝酸翫 鱇 蛋 鹹 の 趨 を行 つ た ・

そ の 結果 、 対 駆 に 瀞 て 、 硝醐 元 雕 の 上 昇 麟 い 硝 醐 元 鞣 鎚 質 の バ ン

ドは強 く加 て お り 、 光酬 獄 り石輟 翫 醺 鎚 鼈 測 獣 す 罷
とカS示 齢

た ． しか し実験 区 t：お い て は 、 鰕 還 元 酵 轗 蠣 の バ ン ドの 増 大 は 耡 ら れ な か

。 た ． 従 。 て 、光 1・．・
、k 。 て 講 さ轆 硝 酸翫 醸 讎 姻 ・ ・に 蝸 瀦 は ・ 硝

鰓 購 素 蛋 白質 の d・ ・。・・合成 礫 押制 に よ 都 とが示 唆 さ れ た ・
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